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２月２日（日）にポニーのタマ（推定２５歳）

が死亡しました。安佐動物園に来て１５年、そ

の背中にたくさんの子どもたちを乗せて楽し

ませてくれてきたことでしょう。 

ありがとう、タマ 

この冬は寒さがひときわ厳しく、パンジーも

雪や霜に覆われて、さぞ寒かったことでしょ

う。しかし、パンジーは霜でこんなになっても

枯れたり萎れたりすることもなく静かに春を

待っています。その我慢強さに驚き感動しま

す。春が待ち遠しいです。 

リクガメ広場に、マツダスタジアムからイワオモ

デルのモニュメントが到着しています。この背中は

座って記念写真を撮るのにぴったり。きっと安佐動

物公園でも人気者になるでしょう。 
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 平成２５年度を一言で表すとしたら、「暑くて寒い年」でしょうか。春を飛び越えて猛暑の夏は、

作業ボラにとってとにかく花を育てるのに苦労しました。種から丹精込めて育てて園を憩いの場に

したいという願いで活動をしていますが、猛暑で発芽が計画通りいかなかったり、水やりが朝だけ

では足りないくらい水切れを起こしたり…。高温と多雨で根が傷んで育ちが悪かったり…。 

「こんな天候不順な年で計画通りにはいかなかったけど、みんなの力で花を切らすことなく咲かせ

ることが出来てよかった。」と、何度みんなの口から出たことでしょう。 

 ガイドボランティアにとっては、熊の出没に右往左往した年でした。「西園まつり」の計画が急

遽延期になったことで、どうするどうする？！と慌てそうなものでしたが、西園がダメならできる

エリアでツアーガイドをしようと提案がありました。「なんでも言ってください。やりますよ。」と

力強くガイドを引き受けてくださった新メンバーのみなさん。お客さんもボラも楽しむことができ

るイベントになりました。 

 ボラ全体としても、園外研修を５年ぶり？に実施できました。植物園の職員さんには大変お世話

になりました。ボラの方との交流も有意義でした。また、園の職員さんとボランティア合同の暑気

払いと新年会も多くの参加を頂き実施することができました。盛り上げていただきありがとうござ

いました。来年度も、課題を一つ一つ解決しながら、みんなでボランティア活動を楽しみましょう。 

 

連 絡 会 報 告 

＜連絡会＞ 

日 時：２月５日（日）１０：００～   

参加者：K さん、T さん、S さん、M さん、O さん、H さん、A さん、N さん、T さん、S さん、O さん、 

F さん、K さん、S さん、I さん、T さん、N さん、T さん    園より梅田さん 

司 会 : O さん  記録：T さん 

＊今回の主な議題 

１．安佐動物公園より（梅田さんより） 

 ○動物の近況 

  ポニーのタマが、治療をしていたが２月２日に死亡。 

〇令和７年度 ASAZOO ボランティアーズ養成講座について 

  ガイド・作業で 6 名の申し込みがありました。（作業２名 ガイド 5 名うち兼務 1 名） 

3/9（日）、もしくは 3/16（日）にガイドボランティアの養成講座 2 回目を実施する予定。

どちらに何人来るかは未定ですが、皆様のガイドをしている様子を養成講座参加者に見てもら

いたいので、可能ならスポットガイドをしてください。２月末頃、決まり次第、日程と参加人

数を連絡します。 

 

２．来年度に向けて 

●ツアーガイド（大好評だったので）→年に数回やった方がいいのではという意見もあり。 

まずは 4/27の予定。（どこでするかは未定） 

 

●５ｏｒ６月に西園祭りをする予定（クマをさけるため）→5/25 の予定。 

 

●園外研修も５ｏｒ6 月に行く予定。今のところ神戸の動物園か福岡の動物園。 

バスは難しいので新幹線の予定。 
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●４～５月はガイド強化月間（わくわく月間に名称変更しようかと…）→毎週ガイドあり。 

 

●4/6 総会 、4/29 鹿の角（園のイベント） 

 

●役員募集、代表はもう一年あり。代表以外の役員只今募集中。 

 

●ひつじ村の村長を交代することになりました。中島さんへ。ひつじ村ニュースは、生田さんが

発信の予定。 

 

※ 補足説明 

〇4 月の総会について 

 令和７年度の ASAZOO ボランティアの総会は４月６日（第１日曜日）に行ないます。 

 午前は養成講座（ガイドボランティア）の最終実技のため総会は１３時より開催します。時間

をお間違えのないようご参加よろしくお願いします。午前の養成講座最終実技に参加可能な方

は、実技を見てアドバイス等お願いします。 

  

〇役員改選について 

来年度の役員について、ぜひやりたいという方、やってみようかなと思ってくださる方、立候

補お待ちしています。 

（補足）役員選出について 

  役員の任期（代表は３年、副代表は２年、幹事・会計・記録広報・会計監査は１年。ただし、

再任は妨げない。）を設けることが決まって令和７年度は６年目です。 

令和６年度の役員の方々、大変お世話になりました。経験を生かして来年度も是非引き続きお

願いします。加えて、新たな風を起こし、ASAZOO ボランティアーズがますます充実するよう

役員としてやってみようという方、大歓迎です。自薦はもちろんのこと他薦も。他薦された方に

は連絡をさせていただきますので、その折はよろしくお願いします。 

 ・役員の体制はこれまで通りで行います。幹事や記録広報などは、人数は必要に応じて増やすこ 

とがあります。 

・新しい方にもどんどん役員になっていただきたいので、遠慮せず手を挙げてください。人数が 

増えると一人一人への負担も少なくなり皆で盛り立てていけます。 

  

（補足）毎年この時期に次年度の「ボランティア活動継続意向調査」を行います。期日までの回

答を願いします。この機会に、一年を振り返るとともに、来年度のボランティア活動への計画

を立ててみましょう。「ボランティア活動要綱」に休会期間が３年を超える者は、登録抹消とな

っていますので、現在休会しているがボランティアを続けたいとも思っている方はご注意くださ

い。 
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研修「動物園で使える英会話」 

 

今回の研修は梅田さんより「動物園で使える英会話」を教えて頂きました。 

 

（※別紙参照） 

 

最近、海外の来園者が増えてきており、英会話を使う機会も増えているそうです。 

管理事務所でよく言われるのは「タクシーを呼んでほしい」が一番多いとのこと。 

 

英会話は難しく思うかもしれませんが、文法が合っていなくても、雰囲気や単語でだいたい伝わる

そうです。 

 

今回「動物園で使える英会話」の資料を作成して頂き、園内案内と動物解説の英語を教えて頂きま

した。 

 

資料を元にみんなで英語を復唱し、懐かしい楽しい英語の授業になりました。 

 

補足として・・・・ 

 

●「separately for Ａ and Ｂ」 で「ＡとＢ別々で」という意味になる。 

 

●「〇頭」は「○ heads」と言うが、「○○（例えばゾウ）が○頭いる」という場合は「○ elephants」

という風に複数形を使う。 

 

●肺呼吸は「lung breathing」、エラ呼吸は「gill breathing」 

 

●「give birth to～」で「～を出産する」という意味 

 

●特定の個体でなく、マルミミゾウ全体をさす場合は The forest elephant 又は Forest 

elephants （複数形） 

 

●ヒヒは baboon  

 

●オオサンショウウオは The giant salamander 又は Giant salamanders（複数形） 

 

皆さんぜひこの資料を片手に海外の方を見かけたら英会話にチャレンジしてみてください。 

しゃべらないとなかなか話せるようにはなりません。 

気持ちと勢いが大事とのことです。 

※どうしてもうまく話せない時は携帯の翻訳アプリがあります。 
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今日、1/５（日）イベント「新春 動物かるたで遊ぼうよ！」にお手伝いとして参加しました。参

加者は、玖島さん、渋川さん、笹口さん、末次さん、田邉でした。かるた取りは、10 時、11 時、

と 2 回（各 30 人）に分けてありました。回ごとに優勝者には缶バッチ大、参加者全員に缶バッチ

小がプレゼント。朝は寒く、入場者が少なかったのでエントランスと科学館入口で呼びかけをし、

入場者を集めました。もちろん、イベントを知りこれを目当てに早くから来られた方もいました。 

かるた取りが始まると、子供たちも大人も本気モードで楽しんでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新春 動物かるたで遊ぼうよ！ 

 

学年別のグループ分け、未

就学児は親子でチーム、大

人だけの対決グループも！ 

小学校１・２年生は元気い

っぱい。３年生以上のグル

ープは超本気モード！ボラ

は審判兼励まし担当（笑） 
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作 業 ボ ラ 活 動 報 告 

２０２５年１月１８日（土） 晴れ 参加人数１７名 

① 園内花壇の花柄摘みと雑草を抜く    

 

第一駐車場入口に植えた苗は鹿の被害はないようだが人間の踏み跡がある 

日陰は霜が降りるなどして雑草を抜くのが難しい 

② ハウスで用土と用具の整理整頓 同じようで少しサイズの違うケースがたくさん有る 

ハウスの修繕 

 

 

 

 

 

 

 

●ポットのケースを倉庫からハウスへ移動 

●寝かせておいた堆肥を白い袋へ 

●古い土をミントが生えていた所に運ぶ 

●①のグループと合流し土の整理、ゼラニウムの手入れ 

≪土の在庫≫（稲葉さんを中心に調査・記録、てきばきと） 

花と野菜の培養土・・・17 袋 

玉ねぎ培養土・・・４袋 

硬質赤玉土・・・５袋 

羊毛堆肥・・・1/3 袋とコンポスト 1 杯 

2024 年調合した土（水分あり）・・・11袋 

2024 年調合した土（乾燥した土）・・・2 袋 

☆作業後のミーティング 

・西園のミツマタが細くなっているので施肥が必要ではないか 

・西園通路のアジサイの花柄が残っている 

・バケツ、スコップを注文依頼 桜の寒肥用の固形肥料購入依頼 

２０２５年優先して利用 
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２０２５年２月１日（土） 曇り 参加人数１３名 

① 西園のアジサイ、アベリアの剪定 

アジサイの花柄はすでにほぼ剪定されていたため園路にはみだしそうなアベリアなどを剪定 

徒長して見苦しい所も剪定→アカゲザル舎の向こうのトイレ辺りまで 

 

雨も降りそうで寒いためお客様も少ない 

11 時頃には作業は終了し本園へ戻る お疲れ様でした 

藤棚の施肥を予定するも男性の人数が少なく取りやめ寒肥の量も残り

が少なく展望広場の藤棚くらいしか施肥できないか 

 

☆作業後のミーティング 

・倉庫に再び物が溢れつつあるため少し整理した方がよいのでは 

・昨年の経験からゴールデンウィークを過ぎたらジニアやサフィニアの

植え付けを始めた方がよい 

・今年はマルミミゾウの出産も予定されるので多くのお客様が来園が予

測され特にエントランスやヒヒ山前の花はできるだけ綺麗に保ちたい 

・３月の 2回の活動日が 1 日と 15 日になる 3月のうちに夏の花の種まきが必要 それを踏まえて 

1 日に今年度の反省会をし 15 日は種まきに時間をあてる 

２０２５年２月１５日（土） 晴れ 参加人数１１名 

① 寒肥を施す 寒肥（複合ウットエース４号）残りが少ないため穴を掘って２個ずつ入れる 

展望広場の藤棚→サイビューの藤棚→第二駐車場の桜  

 

第二駐車場の桜はかなりの傾斜の所に植わってい

るため 1 名負傷 寒い時期でもあるため準備体操

も必要か? 

桜の木も開園当初からの木だとするとそろそろ寿

命か？傷んで伐採された木の皮から新しく芽生え

たらしい枝発見 

ここまででかなり時間が余ったためエントランスの丸鉢大小の草むしり

と花柄摘みをする         

チューリップが芽吹いている 

☆作業後のミーティング 

・寒肥が無くなったため来年度は早めに注文を依頼しておく 

・３月１５日に種まきする花を確認（ジニア、ニチニチソウ３月） 

・３月１日は新人さんの作業見学だが花柄摘みのあと反省会を 

予定しているためハウスへは別途案内する     （記録・報告：生田） 
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２０２５年４月からのひつじ村は、ちょっと空気変わるかも？乞うご期待です。 

 

  

 

 

 

 

 

作業ボランティアのみなさんへ 

３月・４月の予定   （詳細は園より一斉メールでお知らせします） 

３月：１日（第１土）養成講座の一環で作業ボラ希望の方の見学があります。 

          作業後、来年度に向けてのミーティング 

    １５日（第３土）春の種まき（ジニア・ニチニチソウ） 

 

 ４月：５日（第１土）令和７年度 新旧みんなで仕事はじめ 

    １９日（第３土） 

 

ひつじ村は、原則、毎月第４日曜日、安佐 ZOO のどこかで村開き。ぴーちくパークで

暮らすヒツジたちにもらった羊毛を、洗う、解す、染めるなど、イベントの材料準備が主

な作業です。グループ問わず、興味ある方、通りすがりの見学がてらお茶だけでも OK、

住民登録随時受付中！ 

 

〇活動報告 

 ・1/26 作業 毛解しなど。 

 ・2/23 作業 毛解しなど。 

 

〇3・4 月活動予定 

 ・3/23（第 4日曜日）毛解しなど 

 ・4/27（第 4日曜日） 

    毛刈りが済んでいれば洗います。 

    刈られた毛がなければ昨年の毛を染めます。 

☆興味ある方の参加、お待ちしています。 

ひつじ村から 
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今号は、２０２４年度「ずうぼらだより」最終便です。 

ガイド・作業ボランティアの活動の様子や次回の予定などをできる範囲で「伝わる・繋がる」を心

がけて書いてきました。また、連絡会の報告やイベントの報告などもお伝えしました。投稿へのご

協力ありがとうございました。お役に立てていたら幸いです。    （記録担当一同） 

 

◎園からは来年度ボランティア継続されるかどうかの「ボランティア活動継続意向調査」が同封さ

れています。さらに、役員改選のための「役員立候補・推薦について」や「参加確認」（ハガキで

返信の方のみ）なども同封しています。これらは同封の返信封筒で３月 7 日（金）までに返信お願

いします。 

 

◎４月６日(日)はＡＳＡＺＯＯボランティアーズの総会です。令和７年度のスタートですから、可能

なかぎりガイドボランティア・作業ボランティア全員参加で行いたいと思います。よろしくお願い

します。 

 

・日時：令和７年４月６日(日)  １３：００～１５：００ 総会 

 

   ＊作業グループは前日の 4 月５日（土）９:30～ 今年度の活動が始まります。 

 

◎総会の時に令和７年度分の会費１，０００円（家族会員の方は５００円）を集めさせていただき

ますので、ご用意をお願いします。郵送に切り替え、送料の値上げもありましたが値上げせず会

費で送料（年間５回分、最後は園の負担）を賄えるようにしたいと思っています。 

 

◎連絡会にて何度か作業･ガイドを問わず水やり当番に参加くださるようお願いをしてきました。昨

年の総会後もガイドからも２名水やりへの参加を頂きました。みんなの花壇を育てるため水やり

参加可能な方は是非動物園の梅田さんにご連絡ください。曜日などはご希望をお聞きします。 

 

ガイドボランティアのみなさんへ 

３月・４月の予定 

 ３月 ： ３月２日（日） １０：００からスポットガイド（９：４５ ボラ室に集合） 

      久しぶりの「みんなでガイドの日」です。春です。外に出てガイドをしましょう。 

     ３月９日（日）または１６日（日）養成講座の研修に合わせて「みんなでガイド」をし

て見学してもらったり交流したりしましょう。 

 ４月 : ４月６日（日）の総会でガイドボランティア「わくわく月間」（強化月間より名称変更） 

が承認されたら、４月と５月の毎週日曜日を「みんなでガイドの日」とし、参加できる

日にガイドをしましょう。新規ボランティアの方にも、参加を呼びかけます。しばらく

ガイドをされていない方も是非ご参加ください。 

ＡＳＡＺＯＯボランティアーズのみなさまへ 
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動物園ニュース 

▷マルミミゾウの妊娠出産を支えるクラウドファンディングが

大成功（1/24） 

安佐動物公園のクラウドファンディング「マルミミゾウの赤

ちゃん誕生をみんなで支えよう！」は、合計 30,905,156円もの

ご支援をいただくことができ、1月 24 日に無事終了しました。 

頂いたご支援は、メイの出産と子どもの成長、ゾウや他の園

内の動物たちの生活の改善に大切につかわせていただきます。

非常に多くのご支援と応援をいただき、誠にありがとうござい

ました。 

また、最近のメイの様子や胎子のエコー画像等は安佐動物公

園 HPでもご紹介していますので、ぜひご覧ください。 

 

 

▷ポニーのタマが死亡（2/2） 

ポニーのタマ(25歳)が令和 7年 2月 2日に死亡しました。 

 1月 30日から疝痛 (腹痛)がみられ、治療を続けていましたが、

2月 2日朝、消化管の通過障害のため、死亡を確認しました。安

佐動物公園に来園して 15年、多くの方にかわいがっていただき。

本当にありがとうございました。 

 

 

 

★お手伝いいただける方を募集します★ 

安佐動物公園では以下のイベントを予定しております。お手伝いいただける方がいらっしゃいまし

たら、参加確認（はがき orメール）にてその旨をご連絡ください。 

【イベント名】  

おはなしサタデー 

【お手伝い内容】 

イベント参加者の招集、参加整理券回収、最後尾から参加者の監視 

【日程】 

毎週土曜日 時間帯、動物種は動物園 HPに掲載 

※募集人員が少ないので、ハガキでは募集しません。メールか電話でご連絡ください。 

※初回の方は企画広報係が同行します。注意事項などは当日お伝えします。 

2/5に撮影されたエコー 

胎子の鼻と思われるものが映る 


